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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 1 6 2 4 2 1 0 1 0 0 1 1
10 * 4 6 3 12 1 4 2 1 1 2 0 1 0 0
32 * 1 3 4 4 1 3 0 1 1 2 0 0 0 0
34 * 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
51 * 0 0 2 2 0 0 3 1 2 3 0 1 0 0
1 0 0 1 0 0 2 4 1 0 0 0 0 0 0 0
15 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
17 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
29 0 0 0 0 0 2 2 1 0 2 2 0 0 0 0
33 0 1 2 10 19 1 4 3 2 5 7 0 0 0 0
55 0 1 2 1 3 0 0 2 1 2 3 1 1 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 1
7 15 22 50 9 21 14 7 13 20 1 3 2 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 3 10 1 3 0 0 3 0 2 2 0 0 0 0
25 * 0 0 5 9 0 0 4 2 2 4 2 0 0 0
33 * 0 2 2 5 2 4 2 2 6 8 3 2 0 0
35 * 0 0 4 5 0 2 3 3 2 5 0 0 0 1
41 * 0 0 9 17 1 1 3 6 10 16 1 0 0 0
14 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20 0 1 3 1 3 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0
23 0 0 0 2 5 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
34 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 1
4 16 24 48 4 9 17 14 24 38 6 2 0 1

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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原田 祥伍 4 10
古倉 勇人 6

0 4

0 - -

0 - -
阿部 直道

2

福永 雅刀 8 35
櫻庭 朋久 19 35

35

上田 雅也 11 35
立野 俊史 10 30
竹村 蓮 6

Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN

200

立命館大学

主審 安井　俊行 副審 菊池　哲也

勝ち点　４
コ ー ト

戦評
総括、ゾーンディフェンスとマンツーマンディフェンスを使い分け相手のペースを乱し流れをつくる立命館大学と、
ガードからセンターまでバランスが取れ、爆発しだしたら止まらない関西大学との試合。前半、試合開始から＃41櫻庭
のリバウンドと確実なミドルシュートにより流れを引き寄せた立命館が大量リードして折り返しこのまま立命館がこのまま
逃げ切るかと思えたが、後半に入って関西大はオールコートのプレスを仕掛けこれが大成功。立命館は関西大のプ
レッシャーにフロントコートまでボールを運ぶことすらさせてもらえず3ピリオドが終わる頃には2点差まで詰め寄られて
いた。4ピリオドが始まっても流れは変わらず関西大は逆転に成功しそのまま逃げ切った関西大が勝利を手にした。
第1ピリオド、試合開始から立命館＃25立野のミドルシュートが良く決まり立命館が先行する。対する関西大は、何度
も得点チャンスを手にするも点を決めきることができない。開始して5分、関西大＃51竹中のゴール下が決まり反撃開
始かと思いきや立命館＃41櫻庭のバスケットカウントと#00上田の3Pシュートが連続で決まり関西大を突き放した。そ
れから＃41櫻庭がガッツのあるリバウンド、ゴール下シュートと存在感をみせ17－6立命館リードで終了する。
第2ピリオド、関西大＃10福澤の3Pシュートで始まりそれに続き＃17川上がミドルシュートを決める。徐々にオフェン
スだけでなくディフェンスも流れにのる関西大。しかし立命館＃41櫻庭が攻守ともにリバウンドを取りさらに冷静シュー
トを決め相手に流れを渡さない。そこから＃33竹村＃23原田のコンビプレーで勢いにのる立命館。関西大はたまらず
タイムアウトを取る。タイムアウトあけ関西大＃33小川がシュートを決めるもすかさず＃00上田が3Pシュートを決め返
し、立命館は勢いそのままに得点を重ねてく。関西大は懸命にシュートを狙うもリングに嫌われ得点が入らない。相手
にさせたいことをさせない立命館が37-15とリードを広げ前半を折り返す。
第3ピリオド、後半に入っても立命館の攻撃は止まらず＃25立野＃35福永のミドルシュートが決まる。しかし関西大は
前からオールコートプレスディフェンスをはじめ立命館がボールをフロントコートまで持っていくことができなくなりター
ンオーバーを連発。そして関西大は＃33小川の3連続シュートと＃10福澤の3連続3Pシュートで一気に流れが関西大
に傾く。その後も＃33小川が3Pシュートを決めるなど得点を8点差まで戻すことに成功した。対する立命館は関西大の
ディフェンスに苦戦するもフロントコートまで運んだら＃33竹村がチームをコントロールし＃20古倉＃00上田が少ない
チャンスながら3Pシュートを決める。それでも関西大ペースは変わらずスティールをしては速攻の繰り返しで最後に＃
55吉川がブザービートを決め57-55と関西大が点差を縮めた。
第4ピリオド、関西大は＃32大山のシュートでとうとう同点に追いつく。それからはどちらも必死のディフェンスで得点
を許さない。だがその均衡を破ったのは＃10福澤のシュートだった。これにより逆転。それから立命館がすぐに返すも
関西大も負けじと返したところで残り4分30秒残し立命館がタイムアウトを取る。しかし先に点をきめたのは関西大＃33
小川だった。その後も＃33小川、＃32大山と連続得点し最大8点差と差を広げる。しかし立命館も＃00上田の3P
シュートが決まり差を詰める。それでも焦らない関西大が冷静にプレーし続け64-74と関西大に軍配が上がった。

試合ＮＯ

戦評 永岩 良一（近畿大）
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竹本 隼 2

男子 ２次リーグ戦

PTS
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井上 諒汰 0

記録 関西学生バスケットボール連盟
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福澤 晃平 19 30
柴田 恵宗
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開始時間

関西大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

中村 大貴 0

64

敗チーム

2

3

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

24
大川 勇熙 2

吉川 直毅 5
0 -

74
RATE

4

大山 拓也

0

12 35

竹中 幸一 4 27
10

7
7

30

-

15
-
-

-

0 -
0

小川 健太

-

川上 潤平 2

Team / Coach:

合　　　計
25.0% 50.0%RATE

浅村　典正 -

44.4%

Team / Coach:

合　　　計
46.7% 44.0% 42.9%

立命館大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

吉田 諒介 0

-

３Ｐ

早川　亮馬


